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1 音節でも 9 文字の単語は最後に学ぶ
　　トマス・クランプ『正書法の解剖』と 18 世紀初頭のイギリス
におけるスペリング教育　　
鶴　見　良　次
　1712 年に刊行されたトマス・クランプの『正書法の解剖』（図 1）1 は、
イギリス国教会系のチャリティ・スクールの運営母体であるキリスト教知
識普及協会（以後、SPCK と略記）が学校推薦図書として挙げ、実際に教
科書として用いられたスペリング・ブックである。原題に含まれる正書法
（orthography）という言葉は、中世のラテン文法以来の古典的な文法部門
の名称である。母音、子音、二重母音などのアルファベット、音節と分
節、スペリングを扱う。そもそも中世においては、文法の役割は、正しく
文字を音節に、音節を単語に、単語を文章に並べ、発音することとされて
いた。正書法は単語論、統語論、韻律論（作詩法）に先立つ英文法の第 1
部門であった。2 こうした伝統は 18 世紀の英語教育にも生きており、チャ
リティ・スクールの幼い生徒がまず学ぶのが正書法であった。子供たちは
実際にどのようにアルファベットやスペリングの学習を始めたのだろう
か。クランプの書は、英語教師によって著され、実際にチャリティ・ス
クールで用いられたことがわかっているという点で詳しい考察に値するも
のである。同書では、音節・分節と語の構成についてそれまでのスペリン
グ・ブックには見られない指導が行われており、その意味でも興味深い。
すなわち、単語を分節する「分析的」（analytical）なプロセスとしてスペ
リングを教えるのではなく、音節を組み合わせることで語が成り立つこと
を理解させる、スペリングの「統合的」（synthetic）な側面を重視した指
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（図1）トマス・クランプ『正書法の解剖』（1712）扉
― 509 ―
導法である。本稿では、同書の紹介と検討をとおして、18 世紀初頭の子
供たちが文法の第一歩として、スペリングと音節・分節をどのように学ん
だかについて考察する。
Ⅰ
　『正書法の解剖』の著者トマス・クランプについてはほとんど知られる
ことがない。献辞のなかに、同書が幼い子供に綴字や音節の指導をした経
験に基づいて書かれたものである旨が記されており、世紀転換期の英語教
師であったと思われる。同書は、ロンドンのシティにほど近いバーソロ
ミュー・クロースで 1670 年代から印刷業を営んでいたジョウゼフ・ダウ
ニングによって 1712 年に出版・販売された。ダウニングは、再洗礼派信
徒で政治家のヘンリー・ダンヴァーの『洗礼論』（初版不詳。第 2 版は
1674 年刊）の海賊版を出版したことで同業者から訴えられたとの記録も
残るが、そのほか『ウェールズに図書館を建設することの提案』なるブ
ロードサイドと呼ばれる民衆向け出版物やディフォーの著作なども出して
いる。一方販売ではもっぱら神学関係の書籍を扱っていた。3『正書法の解
剖』は初版のみが現存しており、版を重ねたか否か、またどの程度読者を
得たかについては不詳である。4 副題中に「英語学校用に著された、チャ
リティ・スクールの先生方にお勧めの書」と銘打たれている。出版の翌年
にはキリスト教知識普及協会年次報告書中の「チャリティ・スクール推薦
図書一覧」5 に挙げられている。その功あってか、実際にさっそく同書を
採用したある学校の記録が残されている。ヴィクター・E・ニューバーグ
によれば、ロンドン、クリップルゲイトのセント・ジャイルズ校の委員会
議事録に次のような記述がある。
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　1712 年 9 月 19 日  クランプのスペリング・ブック 50 冊を各 3.5 ペン
スにて購入の承認。
　1714 年 5 月 28 日  クランプのスペリング・ブック 25 冊、各 3.5 ペン
スにて注文。6
セント・ジャイルズ校は SPCK 創設の翌 1699 年 7 月にシティのクリップ
ル・ゲイトに設立された寄付基金立校である。当初 40 人の貧しい男児を
無償で受け入れた。7 興味深いことに、同校はクランプの書の版元のある
バーソロミュー・クロースと目と鼻の先の位置にある。初年の生徒数より
やや多い 50 冊が出版と同時にこの書店で直接購入され、その後も継続し
て用いられたのであろう。特定の教科書が特定のチャリティ・スクールで
一定の期間使用された記録は必ずしも多くない。その意味でも、ニュー
バーグも言うように、同書は詳しい考察に値するのである。さらにニュー
バーグはこの学校が同書を購入した動機を、内容の良さというよりむしろ
その値段にあったと推察している。たしかに全 72 ページの小冊子で、
チャリティ・スクールで初めて読み書きを習う子供たちに使わせるのに適
した分量と値段の教科書であった。アルファベット、音節・分節などの理
解のうえにスペリングを学ばせる類書には、たとえば他稿で紹介したトバ
イアス・エリスの『英語学校』(1670)、エドワード・コカーの『優秀な教
師』(1696) などがすでにあった。8 それぞれの値段は定かではないが、いず
れも聖書からの抜粋や祈祷などのページを含む、より厚手の教科書であ
る。エリスの書が全 202 ページ、コカーの書が 120 ページで、『正書法の
解剖』の優に 2、3 倍の厚さがある。値段が手頃ということは、それに見
合って内容が簡明で分量も適当であったということでもあろう。
　事実、クランプの書には子供にスペリングをわかりやすく指導するため
のはっきりとした方針があった。生徒にとっての学習のしやすさ、教師に
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とっての指導のしやすさが教師たちの選書の決め手となったと考えるべき
であろう。SPCK による旺盛な学校建設が始められてしばらく後に時機を
得て出版された同書には、クランプが教師として複数の教科書を用いて指
導をした体験から導き出した望ましいスペリング・ブックについての考え
が反映している。主張は明快である。1 音節語から指導を始めることは妥
当だとしても、生徒にとって覚えるのが苦痛な長く難しい語は後回しにし
て、むしろ短く身近な複音節語を先に学ばせるべきであるというものであ
る。献辞で、同書執筆の動機を類書の不備を指摘しながら次のように書い
ている。
  Because other Spelling-Books beginning with long Monosyllables, which are 
beyond the Capacity of, and too difficult for young Beginners, render the 
initiatory part of Learning bitter and unpleasant to them, and consequently 
the Teacherʼs Business so troublesome to him, that these Books, seeming very 
obscure, are generally too much neglected. For my own part, I have been 
always forced to teach the middle, or latter End of Common Spelling-Books, 
before I could bring Children to a Capacity of learning the long Syllables in 
the former Part; and I commonly teach the long and dicult Monosyllables 
last of all. 
　一見単純で説得的な見解にはどのような独自性があり、また指導法とし
てどのような有効性があったのだろうか。
Ⅱ
　『正書法の解剖』は全 7 章からなる。多くのスペリング・ブックの構成
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が最初の短音節の章から音節数順に並べられているのに対し、同書はそれ
と異なる構成をとっている。第 1 章は、アルファベット 26 文字の学習に
当てられている。各文字の読みを、たとえば C は cee、H は ach のように
示した音声表記の一覧と、ローマン体、イタリック体、ブラック体のそれ
ぞれ大文字と小文字の表が掲げられている。続けて次ページには「子供に
も簡単な音節表で文字を知る」として、子音に 6 つの母音字（a、e、i、o、
u、y）を付けたものの一覧がある。次の 7 ページからが同書に独自の考え
に基づいた構成になっている。前ページの子音字＋母音字の学習を応用し
て、「語根語中で 2 つの母音字に 1 つの子音字が挟まれる場合は後の母音
字に結びつく」という分節の規則が示された後、短音節から、何と 6 音節
までの、比較的日常的でやさしい単語が並べられている。
　be ｜ a-do ｜ ma-ny ｜ e-ne-my ｜ no-ta-ry (p. 7)
　ca-pa-ci-ty ｜ mi-li-ta-ry ｜ li-be-ra-li-ty (p. 8)
その後に、u-ni-ty や pi-e-ty を例に挙げ、語頭の母音字、あるいは語中で
他の母音字の後に続き、後に来る子音字が 1 つの母音字は 1 音節を構成す
るとの注記がある。（上に引用した説明文からもわかるように、一般にス
ペリング・ブックにおける音節の構成の説明は、母音字を中心として、そ
の前後にどのような子音字や母音字が結びつくかによってなされる。以
下、本稿では、そのような文字と文字の接続をあえて簡略化し、＋記号で
代用して表す。）
　第 2 章は、2 文字音節からなる語の章である。第 1 節で母音字＋子音字、
あるいは母音 2 つのユニットが学ばれる。また「1 語中に 2 つの母音字が
重なってあるが、二重母音（diphthong）ではない場合は、前の母音字は
前の音節に、後のは後の音節に付ける」とする規則に基づいた短音節から
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7 音節までの語の表が掲げられる。
　if ｜ ri-ot ｜ o-ni-on (p. 10)
　ex-a-mi-na-ti-on ｜ be-a-ti--ca-ti-on (p. 12)
合わせて、語尾の tion, sion の綴りの音が shon であることが説明されてい
る。続く第 2 節では、片方が黙字（mute）となる 2 子音字は真中で分節
するとした後、2 音節の al-ly から 6 音節の ir-re-gu-la-ri-ty などの語を並べ
た表が掲げられる。
　このように第 2 章からは章数と同じ数の文字からなる音節によって構成
される語の勉強が続く。第 3 章では以下の 6 つの節で 3 文字の音節が学ば
れる。1．子音字＋母音字＋子音字（cut, bit-ter-ly. 語のリスト中の一部。
以下同様）、2．母音字＋子音字＋母音字（黙字）（ace; col-le-gi-ate）、3．
二重母音＋子音字（aid; am-bi-gu-ous-ly）、4．子音字＋二重母音（bay; qua-
li--ca-ti-on）、5．2 子音字＋母音字のかたちで、「2 つ目の子音字が流音
(liquid) となる）」音節として、流音の l、n、w、s、r の説明と例が示される。
たとえば、「流音 l は d、k、t、w を除くすべての黙字の後に来る」（例と
して bla、cla、a など）、あるいは「g、k、f 以外の黙字は流音 n の前には
来ない」（gna、kna など）（26 頁）。さらに、bly や子音字＋ le、cre で終わ
る語末の音節の一覧が続く。6．母音字＋ 2 子音字（ald; ulk）、さらに edg
のように別々の 2 つの黙字で終わる音節、1 つの黙字で終る音節（elf）、2
重黙字で終わる音節（o）、子音字で終わり、複数形で s を伴うことでで
きる音節（di-als）が示される。
　第 4 章は 8 つの節で 4 文字音節が学ばれる。1．子音字＋母音字＋子音
字＋黙字 e（wave; a-bo-mi-nate）。補足説明として、babes のような複数形の
名詞や bakes のような三人称単数現在形の動詞では es は音節を作らず、黙
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音となること。ただ黙字 e の前に s のある名詞、動詞、あるいは s 音とな
る c、g、z、x が s と 結 び つ く と 音 節 と な る こ と が 説 明 さ れ る（face ｜
faces; i-mage ｜ i-ma-ges）。2．子音字＋二重母音＋子音字（laid; ques-ti-on-
ed）、および y で終わる名詞の複数形（la-dies）。3．2 子音字＋母音字＋子
音字（blan-ket）、および 3 章 5 節の 3 文字からなる音節で、cre、tre、le で
終わるすべての動詞の過去形あるいは名詞の複数形（a-cres; pic-kles; wrin-
kled）。4．子音字＋母音字＋ 2 子音字（back; ac-cept; love-li-ness）。および
二重母音＋ 2 子音字（ails; oils）、ch、sh、ss で終わる名詞あるいは動詞で
es を伴って複数形、三人称単数現在形を作るもの（sh ｜ sh-es; -nish ｜
-nish-es）。5．2 子音字＋二重母音（play; mis-chie-vous）。6．母音字＋ 2
子音字＋母音字 (ache ｜ a-ches; dif-fer-ence ｜ dif-fer-en-ces）7．3 子音字＋
母音字（chro-ni-cles）。8．母音字＋ 3 子音字（acts; go-ings）、および edst
で終わる二人称過去形（know-edst）。
　第 5 章は 5 文字からなる音節を 10 種類に分けて解説している。1．2 子
音字＋母音字＋ 2 子音字（black; trans-por-ta-ti-on）。2．2 子音字＋母音字
＋子音字＋黙字 e（grace; where-in-so-e-ver）。ただし、たとえば blade に s が
付くと 6 文字語となる。3．2 子音字＋二重母音＋子音字（chain; un-fruit-
ful）4．子音字＋二重母音＋ 2 子音字（maids; un-learn-ed）。5．子音字＋
母音字＋ 3 子音字（backs; up-right-ness）。および複数形の名詞や三人称単
数現在形の動詞で s を伴って、5 文字音節を形作ることがある（in-fants; 
pre-sents）。6．子音字＋母音字＋ 2 子音字＋黙字 e（dance; in-tel-li-gence）、
また前に流音のある s は黙字 e を伴って母音を構成する。したがって
badge（5 文字 1 音節）に対し、bad-ges（6 文字 2 音節）となる。7．子音
字 c、g、s、v、z の後に黙字 e が付く 4 文字音節の変形（cause; re-lieve）。8．
gue、que で終わる語（rogue; catho-lique）。9．3 子音字＋母音字＋子音字
（split）、あるいは 3 子音字＋二重母音（de-stroy）。10．子音字＋母音字＋
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子音字に黙字 es が付いた場合（bakes; me-di-cines）。
　第 6 章は 10 種類の 6 文字音節の説明である。（図 2）1．2 子音字＋母音
字＋ 3 子音字（blocks; thanks-gi-ving など）。2．1 の末尾が黙音の es であ
るもの（blades; e-states）。3．2 子音字＋二重母音＋ 2 子音字（blains; re-
proach-ed）。4．子音字＋二重母音＋ 3 子音字（beasts; launch-ed）。5．子音
字＋母音字＋ 4 子音字（births; be-witcht）、lv、rv、th、st の後の黙音 e （calves; 
them-selves）、5 文字音節＋複数形語尾の s（e-pi-logues; ca-tho-liques）。6． 
2 子音字＋母音字＋ 2 子音字＋黙音 e（bridge; o-ver-charge）。7．2 子音字＋
二重母音＋子音字＋黙音 e（bruise; in-crease）。8．子音字＋二重母音＋ 2 子
音字＋黙音 e（course; re-nounce）。9．3 子音字＋母音字＋ 2 子音字（Christ; 
in-struct-ed）、および末尾が黙音 e（square; tran-scribe）。10．3 子音字＋二
重母音＋子音字（school; threat-nings）。
　最後の第 7 章では、数少ない 7、8，9 文字 1 音節語が一括で学ばれる。
それぞれ表にして示され、breadth; breathes; streights などが見られる。
　これら全 7 章で学ばれる正書法を貫く基本的な考え方はどうのようなも
のなのだろう。先に見た献辞からわかるように、著者が最も意図するの
は、音節数の序列にしたがって 1 音節語から学び始め、たとえば cou-rage
のような簡単な 2 音節語のスペリングの成り立ちを理解する以前に、同書
では最終ページで学ばれる strength のような語を 1 音節語であるがゆえに
早い段階で学ばせることの不都合を正すことであろう。その代りに、1 文
字語である冠詞の a には触れていないが、音節を構成するまず 2 文字から
なる音節、次に 3 文字からなる音節、というように、音節の小さいユニッ
トから注目して、徐々に文字数の多い音節を学び、語の構成を理解してゆ
くという方法がとられる。さらに、たとえば 2 文字音節からなる語を学ぶ
場合、of のような最小ユニットの短い語から始めるのは当然として、次
第に音節数を増やし、教科書の早い段階で、2 文字音節からなる re-no-va-
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（図2）『正書法の解剖』66頁
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ti-on; re-ca-pi-tu-la-ti-on（11、12 頁）のような、長く、必ずしも日常的に
頻繁に聞いたり見たりすることのない語の構成も、生徒の理解力に応じて
学べるようになっている。
　初めてアルファベットやスペリングを学ぶ子供たちにまず理解させるべ
きは、文字どうしがどのように結びついて音節を構成し、それらの音節が
どのように語を形づくっているかである。クランプの学習法は、語を見
て、アルファベットの組み合わせに注目し、文字数にしたがって規則正し
く成り立っている音節というユニットによって語が構成されていることを
理解するというものである。たとえば 5 文字音節に 10 種類があるように、
音節を構成する文字と文字の結びつき方の規則の数は決して少なくなく、
すべてを機械的に暗記することはできない。説明にしたがって一覧表にあ
る、ハイフンで分節されたさまざまな語を見、読み、書いてみることで、
直感的、体感的にも各文字数の音節からなる語の構成を理解することがで
きるようにページが構成されていると言える。
　まず音節と分節をしっかり理解させることからスペリングの学習を始め
ることにおいては、クランプの指導法はそれまでの多くの正書法指導書と
同様である。ただしクランプは、音節を構成する文字の数によって音節の
成り立ちを理解させ、そのうえでそのさまざまな組み合わせによって語が
構成されることを理解させる、その際、短い音節が複数連なる長く難しい
語をも同時に表に示し、どのような語もその意味での成り立ちは同じであ
ることを理解させ、能力に応じて語彙を増やさせる。この指導法は、それ
までのスペリング・ブックにおける音節数によって語を配列して学ばせる
のとは異なる。多くのスペリング・ブックでは音節の数を徐々に増やして
学習を進めるのに対し、クランプでは 1 つの音節を構成する文字の数の順
に学んでゆくのである。長い語の難しさを音節数の多寡で考えるか、1 音
節中の文字数で考えるかの違いである。
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　ただし、文字数の少ない単語／音節から学んでゆく学習法自体は、当時
の一般的なスペリング・ブックの構成とは別に、実際にはどの時代におい
てもごく一般的であったと思える。たとえば、クランプよりおよそ 1 世紀
前のジョン・ブリンズリーの『ルードゥス・リテラリウス』（1612）では、
まず 2 文字の音節から始め、徐々に 3 文字、4 文字と文字数の多い音節を
学ばせている。9 また、音節数の順に学習するとしても、1 音節語のリスト
の後の方に示される文字数の多い単語は、短い複音節語を学んだ後で追々
覚えられたであろうことも想像に難くない。したがって、クランプの書の
特徴は、単語全体の文字数ではなく、1 音節中の文字数の少ないものから
学ばせるという原則によって単語集の構成を行ったことにあると言える。
それは短い単語から学ばせるというごく自然な指導法にも矛盾しないもの
であった。19 世紀初頭のジョウゼフ・ランカスターのモニトリアル・シ
ステムによる学校のシラバスにおいても、8 つのクラスのうち最下級でア
ルファベットを学んだ後、第 2 学級で 2 文字の単語と音節、第 3 学級で 3
文字の単語と音節、というように、クランプの指導と同じ順で進んでゆ
く。10 次節ではクランプの指導法の原理とも言うべきものについて考えた
い。
Ⅲ
　『正書法の解剖』に刊行年が比較的近く、初めて読み書きを習う子供た
ちが用いたと思われるスペリング・ブックの検討をしてみたい。特に、語
の習得が音節数にしたがって進められるか、1 音節中の文字数にしたがっ
てかに注目したい。
　第 1 節でも触れたエリスの『英語学校』は、末尾にリーディングの練習
用に付された 50 ページほどの聖書の神の信託や祈祷をのぞけば、残りの
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150 ページほどは 3 つの単語集からなる。初めに示されるのがきわめて明
快に 1 音節語から 6 音節語までの語を abc 順に並べた一覧表である。A で
は、acre, acres, act, acts から始まり、最も長い語でも apples であり、1 音節
であることはすなわち短くわかりやすいものであるとの原則が認められ
る。ただし音節数が増えるにしたがって、おのずと難しい語が混じってく
る。3 音節語のなかには countervail、6 音節語のなかには evilfavouredness, 
propitiation などのような使用頻度の低い語も見られる。2 つ目の単語集は
固有名詞を音節数順に並べたもの、3 つ目は初学者向きの日常的で使用頻
度の高い語を音節数に関わらず並べたものである。より発行年がクランプ
のものに近いコカーの『優秀な教師』もその半分ほどのページ数が 1 音節
語から 8 音節語までの語表である。6 音節語には discommendation、8 音節
語には irreconciliation のような抽象概念も多い。別稿でも紹介たように、
こ れ ら の 2 冊 の 教 科 書 に は き わ め て 愛 ら し い ア イ コ ン か ら な る ピ ク
チャー・ディクショナリーが付されており、初めて読み書きを学ぶ者、な
かでも子供の読者を想定して編集されていることがわかる。難語が混じっ
ていることで、幼い子供たちには学びにくいとしても、年長になるにした
がって徐々に覚えるべき単語を集めたものとなっている。これらの 2 書は
いずれも多くの生徒に用いられたものであり、エリスが少なくとも 5 版、
コカーが 18 版刷られている。クランプが言う「一般のスペリング・ブッ
ク」と呼ぶものの中にこれらの 2 書が含まれていると考えてもよいだろ
う。
　一方、音節数の順にページが進んでいないスペリング・ブックもあり、
さまざまな方法でスペリングの成り立ちが解説されている。クランプの書
以前に、1 音節中の文字数にしたがってスペリングを解説したものとして
はトマス・ライの『子供のお楽しみ』(1671)11 がある。同書では文字、母
音の章の後、第 3 章の子音を伴った 2 文字の音節や単語から始め、第 6 章
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の 4 文字音節を用いて作られる語までが章ごとに解説されている。ただ
し、クランプの書のような音節の文字数による単語集にはなっていない。
たとえば 3 文字音節の章では、母音字の前に 2 子音字がある音節として、
bla; cle; i などがあることが示されているだけで、3 文字 1 音節の他の組
み合わせの例も、また具体的な語のリストもない。イライシャ・コールズ
の『完璧な英語教師』(1674) は 4 つの単語集からなる。第 1 は、脚韻によ
る単語集、第 2、3 は音節数のいかんに関わらず、ハイフンで分節し、ア
クセント記号を付したさまざまな多音節語をアルファベット順に並べたも
の。第 4 が音声表記とスペリングを併記したもの、たとえば e-vá-zhun｜
evasion;  hapm｜happen などのアルファベット順の一覧である。クリスト
ファー・クーパーの『英語教師』(1687)12 は、発音とスペリングの教科書
である。単語のリストは文字と発音の規則を解説するそれぞれの項目中に
ある。たとえば tion の脚韻を持つ語のリストがアルファベット順に並べ
られている。
　これらの先行するおもな書との対比からも、スペリング・ブックの改善
を目指したクランプの意図は理解できる。クランプの指導法は、語を分節
する（分析する）ことでその成り立ちを理解させるそれ以前のスペリン
グ・ブックのものとは異なる。生徒がすべての音節の種類をユニットとし
て理解した上で、それらをいかに結びつけることで単語に組み立てる（統
合する）か、すなわちその語を発音し、書けるかに主眼を置いているので
ある。
Ⅳ
　これまで見てきたごく少ない例からもわかるように、17、18 世紀にイ
ングリッシュ・スクールやチャリティ・スクールで用いられたスペリン
― 521 ―
グ・ブックの説明の中心は、文字と音節および分節に置かれている。それ
では、音（音素、phonemes）と文字（書記素、graphemes）の対応につい
てはどのような指導が行われたのだろう。たとえばクランプの書では、す
でに見たように、冒頭で各文字のアルファベットの読み方は表音的に示さ
れ、さらに各章でスペリングと黙音、流音の関係には言及がある。しか
し、たとえば同じ文字 g が gift と gentleman では異なった音となるといっ
たことや、th、ch、ph などの音についての説明はない。実際には単語中
の各文字、各音節を発音しながら単語の音の指導をしたと考えられる。す
なわち、文字の連結を音節として認識し、それらの各音節の音を組み合わ
せて発音して、単語としての音とスペリングを「統合的」に認識してゆく
過程がとられたであろう。
　ところで、イアン・マイケルによれば、「スペリングは 18 世紀末までは
しばしば、またその後 1830 年代まではときに、単に「語を分節すること」
と捉えられていた」という。すでに 16 世紀末のウィリアム・ブロカーは
『英語正書法改良詳論』で「語を分節化することをスペリングと呼ぶ」と
書いているし、一方 19 世紀初頭のサミュエル・オリヴァーも『一般批判
文法』で「単語や文字列を分節することをスペリングと呼ぶ」としてい
る。すなわち、マイケルが指摘するように、19 世紀初頭までの文法書に
おいては、スペリングを「分析的」なものとして捉え、語を音節に分け、
それを文字に分解することであるとする考え方が一般であったのである。13
　しかし、英語教育史の立場からスペリングの指導を見た場合、スペリン
グの学習は、まず母音を覚え、それに子音を付け足してゆくことで音節を
理解し、1 音節語から始めて 2 音節語、3 音節語というように徐々に音節
数の多い単語を組み立てられるようにしてゆくという「統合的」なものと
して行われていたという。マイケルは、スペリングのそうしたとらえ方を
最初にはっきりと表明したのはアイザック・ウォッツであるとしている。
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ウォッツは『英語読み書き法』（1721）の問答形式で分節を説明する第 10
章で、スペリングを「読み方あるいは書き方において、文字や音節から単
語を組み立てること」と定義している。それに続く「複数の音節からなる
語を綴る際、文字はどのように分節されるのですか」との問いに対する答
えは、次のようである。
  All the letters that make up the rst syllable are to be put together, and 
pronounced; then put the letters that make up the second syllable together, 
and having pronounced them, join them to the rst, and thus proceed till the 
word is nished: As for example, in the word Philosopher.
 　P, h, i, 　　　　　　　　　　　　 Phi
  l, o, 　　　　　 lo 　　　　　　 Phil―lo
  s, o, 　　　　　 so 　　　　　　 Phil―lo―so
 p, h, e, r, 　　　　　 pher 　　　　　 Phil-lo-so-pher.14
文字から音節へ、音節から語へと、発音しながらつなげてゆくのである。
このような考え方は、スペリングを、自ら音節を組み合わせて単語を読
み、発音し、綴るプロセスとして捉え、読み（書き）を「よりおもしろく
楽しいもの」（献辞）にするというクランプの指導法と重なるものである。
その意味で、スペリング指導の統合的なアプローチについては、わずかと
は言えクランプがウォッツに先んじていたと言うこともできよう。
　モニトリアル・システムで知られる 18 世紀末のアンドルー・ベルのマ
ドラス校におけるスペリング学習にも同じ統合的なアプローチが生きてい
る。分割された文字からスペリングを覚えるスペリング・オン・ブック
（spelling on book,）（c-a-t, cat）という方法である。次の段階として、覚え
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た単語を文字に分割してスペリングを確認する分析的なスペリング・オ
フ・ブック（spelling o book）（cat, c-a-t）と区別された。その後で書きと
りなどを行うのである。15 また「統合的」という意味では、今日の「統合
的フォニックス」（synthetic phonics）を用いたリーディング指導も似たア
プローチを含む。統合的フォニックスでは「文字（書記素）を音（音素）
に変換し、それらの音を組み合わせて単語として認識する」ことを教える
ことに主眼があり、「特定の書記素に結び付く音素それぞれを切り離し、
発音し、それらを結び付ける（統合する）ことで単語を読み、綴るのであ
る。例、d/o/g。」16
　前節で紹介したように、たとえばライの『子供のお楽しみ』にも、一部
音節の組み合わせによって語の構成を説明するスペリング指導は見られ
た。しかし、クランプの書はチャリティ・スクール向けの推薦図書として
挙げられ、SPCK 草創期のおそらくは複数の学校で用いられた。この指導
法が初期チャリティ・スクールの読み方の教育に与えた影響の意味は一定
程度あったと思われる。またウォッツも非国教徒の立場からチャリティ・
スクールの教育に肩入れをしており、その読み書き教科書もそれらの学校
での使用を想定して書かれたものであった。SPCK 系学校推薦図書一覧中
のクランプの書がその視野に入っていたとしてもおかしくない。
Ⅴ
　チャリティ・スクールの英語教育の目的は、貧しい階層の子供たちに初
歩的な読み方を身につけさせることであった。教理問答書や祈祷書など
を、そして最終的には聖書を自ら読み、キリスト教の教えを理解できるよ
うにさせることが目標とされた。17 そうした教育において、その出発点と
なる正書法、すなわちアルファベットとスペリングの指導には教師たちの
― 524 ―
関心も高く、その有効な方法が全国の主として教師経験を持つ著者によっ
て試され、教科書のかたちで提案された。クランプの書もそうしたものの
一つである。ことに、SPCK の推薦図書であったことや、そのボリューム
や価格が手頃であったことなどから、一定の読者を得て成果をあげた。
　この時期のスペリングの指導に、その教育法の原理において、また実践
において、ウォッツとともに注目すべきアイデアを示した教師がクランプ
であったと言える。クランプの提案した方法は、単語がさまざまな数の文
字から成る音節から構成されていることを理解したうえで、生徒がその音
節を自ら組み合わせ、統合することで、単語を読み、発音し、書き、さら
に次の段階で語形や統語の基礎を学び、やがて文章を読み、書くことがで
きるようにするというものである。彼は読み方の練習を「よりおもしろく
楽しいもの」にすると述べているが、その基本には、自ら音節を結びつけ
て単語を構成するという生徒の能動性の尊重が認められる。それは、まず
自ら音節を組み合わせることで単語を頭の中に思い描きつつ読み、発音
し、次に実際に書くという行為の持つ楽しさによるものであった。彼が同
書によって「教師の苦労を（大巾に）軽減する」（献辞）というのは、読
み方の練習の主体がより生徒の側に移ることを意味しているのである。
　チャリティ・スクールの正書法教科書とそれを用いた指導が 18 世紀初
頭の子供たちの読み書き教育の発展に一定の寄与をしたことは言うまでも
ない。なかでも、SPCK などによる全国的な学校創設や教科書の出版や配
給の制度的な発展のなかで、自らの体験をもとに教科書を著わす教師たち
のさまざまな指導の創意工夫が、学校推薦図書などとして全国の多くの教
師に伝わるようになったことの意味は大きい。それによって、スペリング
を学び始める生徒にふさわしい指導法がどのようなものであるかの一定の
規範を教師たちが認識することとなるからである。クランプの小冊子にも
そうした功績が認められるのである。
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追記　 本稿は平成 23 年度成城大学特別研究助成に基づく研究成果の一部である。
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